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1.背景と目的
高齢者のポリファーマシーの問題
　多剤併用（以下、ポリファーマシー）は単に
剤数の問題でなく、あらゆる薬剤の不適切な
問題とされる。その中で、潜在的不適切な薬
物や服用剤数として6剤以上になると薬物有
害事象が有意に増加することが報告され、服
用剤数減少は薬物療法の適正化には重要な
因子の一つである。服用剤数が多いことは複
数の症状を持っている可能性があり、服用剤
数が多い患者より減薬の希望を聞くことが
多い。また、ポリファーマシーは「ふらつき」
「物忘れ」といった薬剤起因性老年症候群を
引き起こしている可能性もある。
　服用剤数などから患者の減薬希望、老年
症候群と多剤併用を検討した報告は限定的
である。また、保険薬局は患者の背景を考慮
できる地域に根差した医療機関であるが、保
険薬局で処方スクリーニングし、処方や服薬
方法に介入が必要かどうかを医師や病院薬
剤師等と検討する情報を収集するスクリーニ
ングシートがないのが現状である。
　そのため、保険薬剤師が服用剤数、減薬
希望、老年症候群の症状などの状況を調査

し、薬剤交付窓口で患者に負担のかからな
い短時間で、誰でも一定の基準で簡便にポリ
ファーマシー状態をスクリーニングすること
が求められる。
　今回、スクリーニングシートの作成及び保
険薬剤師が疑義照会、トレーシングレポー
トなどを用いて医師や病院薬剤師等にポリ
ファーマシーに起因する処方提案（減薬など）
や服薬管理方法変更（一包化など）が行える
ような一連の提案方法を、薬局と共同で探索
し確立することを目的とする研究を計画した。

2.取り組みの方法
　処方剤数、服用回数、新規薬剤追加、服
薬管理方法、転倒歴、老年症候群等を聞き
取るスクリーニングシートの作成を行う。院
外処方箋により調剤を行う75歳以上の患者
に対してスクリーニングシートによる聞き取り
を行った結果、処方提案等につなげることが
できる因子を探索的に検討する前向き横断観
察研究を行う予定である。

3.期待される成果
　ポリファーマシー状態に関連する因子、老
年症候群との関連性を得ることができれば、
スクリーニングシートの改訂を行う。スクリー
ニングシートが作成できれば、トレーシング
レポートなどを用いた処方提案等の充実によ
り不適切な薬物治療へのアプローチの充実に
つながる可能性がある。
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